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新しい公共支援事業の成果等報告

（業務を受託した中間支援組織等分）

１．成果等報告

受託業務名 [提案方式導入]新しい公共を支える資源循環の基盤づくり事業

事業の種別 ☑活動基盤整備支援 □寄附募集支援 □融資円滑化支援 □利子補給 □その他

（複数回答可）

受託者名 特定非営利活動法人なばりNPOセンター

実施期間 平成２４年４月１日～平成２４年９月３０日

※ 契約期間：平成２４年４月１日～平成２５年３月２９日

（事業開始：平成２３年１０月１日～）

受託金額 ６，５００，０００円

受託内容 ＮＰＯや市民のために、ＮＰＯの活動や寄付税制についての講座やイベントを開く。

それらを通じて、ＮＰＯの寄付の獲得、ＮＰＯや中間支援組織の認識化の促進、多

様な主体との協働などを目指し、事業規模を拡大していく。

■平成２４年度に達成しようとする成果

名張地区以外の講座を何とか予定通り実施する

企業との協働を実現

寄付収入１００万実現

得られた成果及

び自己評価

※ 支援の効果、今後の展望等のアウトカムとともに、自己評価を記載してください。

・今年の法改正について、自覚されている団体さんとそうでない団体さんがありました。講座開

催のご案内をした際、すでに定款変更などを済まされている法人さんもありましたが、「法改正は

わかってるけど、どうしたらいいのか・・・」というようなことがあったり、ギリギリになって慌

てて連絡があったりしました。定款変更など、重要な事柄については 2回くらい講座を開設しない

とそのこと自体を周知できないと感じました。1回目は周知として認識のはっきりしてる方はその

段階で参加されると思います。その辺り、この伊賀地域の認識度に合わせた講座の開催の仕方など

を考えていかなければいけないと感じました。ですが、法改正のことや会計基準のことなど、解り

やすい資料が欲しいと言った声があがったことなどから、我々はそういった声に応えられるような

マニュアル作りや資料作りといったものが必要かとも感じました。

名張地区以外の講座の実施についてはすでに 2回行っており、この先も3回は決定しているので

予定通りの回数とまではまだいきませんが、それなりに成果は出せてきているのではと思います。

・多くの主体との協働ということに関しては、行政職員向けの講座も開催が決定していますし、

社協や高専との話も少し見えてきているので、成果が得られてきているのではと感じます。

高校大学での講座としてあげているものでは、まだ詳細は決定してはいませんが、近大高専の企

画担当の講師へのアプローチは順調に進んでいます。その結果、近大高専での学生向けのセミナー

は、年間の行事予定が決まっていることから、今年度は開催できないことになりました。ただ、地

域とのつながりの大切さや、NPOが何者なのか、を先生方自身も勉強したい、学生たちにも知って

もらいたいと興味はもっていただけました。

企業との協働については、まだまだアプローチが必要かと思いますが、今年もワールドカフェを

1回は開催しますので、そこでまた協働していけたらと思います。

・千石先生の「いのちはみんなつながっている」の上映会について。動物学者の故千石先生が病

気をおして取材したがテレビで放映されなかったフィルムがあると、地元の方よりご紹介があ
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